
�Ⅰ．次の各問いに答えなさい。

　①　�[ �� �[ ��� � �
� �[ � �を計算しなさい。

②　
��[ �\
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�を計算しなさい。

　③　[ 
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�
，�\ �

�

�
��のとき，� �

� �� �[ �\ 	 �
� � �[ �\ �の値を求めな

　　さい。
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�を計算しなさい。

　⑤　連立方程式��
 �
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 ����[ ���\ ���

�を解きなさい。

　⑥　��次方程式� �[ ��[�� ��を解きなさい。

⑦　[ (� ���のとき，��[ �� �[ �� ���� ��[ ��の値を求めなさい。

　⑧　関数�\ D �[ ���D 
� �において，[�の変域が����[���のとき，　

　　\�の変域は�E�\����である。このとき，定数�D，E�の値をそれ

　　ぞれ求めなさい。

　⑨　大小���個のさいころを同時に投げるとき，出た目の数の和が

　　���以下となる確率を求めなさい。

　⑩　��(�Q ��(� �を満たすような自然数�Q�の個数を求めなさい。

Ⅱ．図のように，放物線�\ �D[ �のグラフ上に���点�$�，%�があり，

　放物線�  \ � �D[ �のグラフ上に���点�&�，'�がある。点�$�と点�&�の

　[�座標は等しく，点�$�の�[�座標は����，点�%�の�[�座標は���である。
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　また，直線�$%�と直線�&'�は平行で，その傾きは��
�

�
�である。こ

　のとき，次の各問いに答えなさい。

　①　点�$�の�\�座標を�D�で表しなさい。

　②　D�の値を求めなさい。

　③　点�'�の�[�座標を求めなさい。

Ⅲ．図の�[�，�\��の大きさを求めなさい。ただし，点�2�は円の中心，
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　%'�は円の直径とする。

Ⅳ．平行四辺形�$%&'�で，%(：(&� ��：�，&)：)'� ��：��である。

　また，$(�，'&�を延長して交わる点を�*�，%)�と�$(，$&�との交点
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　をそれぞれ�+，,�とする。このとき，次の各問いに答えなさい。

　①　%,：,)�を求めなさい。　　

　②　%+：+)�を求めなさい。　

　③　△$+,：△$%&�を求めなさい。　　
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Ⅴ．右の図は，底面が正三角形で，側面が

　すべて長方形の三角柱�$%&�'()�である。

　$& ��FP�，$' �(� �FP�で，辺�$%�上

　に点�3�がある。このとき，次の各問いに

　答えなさい。

　①　この立体の表面積を求めなさい。

　②　&3�3'�の長さが最も短くなるように点�3�をとる。

　　このとき，&3�3'�の長さを求めなさい。
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�Ⅰ．次の各問いに答えなさい。

　①　 �
� �[ � ��[ �� �[ �� �を計算しなさい。

②　
�D �E

�
�

�D �E

�
�を計算しなさい。

　③　D 
�

�
，�E �
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�
��のとき， �

� �� �DE � �
� �� �D E ��の値を求めな　

　　�さい。

　④　
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�を計算しなさい。

　⑤　連立方程式�
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�を解きなさい。

　⑥　��次方程式� �[ ��[�� ��を解きなさい。

　⑦　  [ �(� ���のとき，��[ �� �[ �� ���の値を求めなさい。

　⑧　関数�\ � �[ �の�[�の変域が����[�D�のとき，\�の変域は

　　E�\����である。このとき，D，E�の値を求めなさい。

　⑨　大小���個のさいころを同時に投げるとき，大きいさいころの出

　　た目の数が，小さいさいころの出た目の数より大きくなる確率を

　　求めなさい。

　⑩　�(� �(�D �Q�を満たす自然数�D�の個数が����個となるように

　　自然数�Q�の値を求めなさい。

Ⅱ．図のように，放物線�\ �[ �のグラフ上に���点�$�，%�，&�，'�が

　あり，点�$�と点�&�の�\�座標は等しく，点�&�の�[�座標は点�%�の�[�座

　標より���だけ大きい。また，直線�$'�と直線�%&�は平行で，その傾

　きは���である。このとき，次の各問いに答えなさい。
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'　①　点�%�の�[��座標を�W�とするとき，

　　点�&�の�\�座標を�W�で表しなさい。

　②　W�の値を求めなさい。

　③　点�'�の�[�座標を求めなさい。

Ⅲ．図の�[�，�\��の大きさを求めなさい。ただし，点�2�は円の中心，
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　%(�は円の直径とする。

Ⅳ．△�$%&�において，%'：'&� ��：�，$(：(&� ��：��である。

　また，$'�と�%(�の交点を�)，(�を通り�%&�に平行な直線と�$'�の交
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　点を�*�とする。このとき，次の各問いに答えなさい。

　①　$*：*'�を求めなさい。　　

　②　$)：)'�を求めなさい。　

　③　△*)(：△$%(�を求めなさい。　　

Ⅴ．右の図は，母線の長さが���FP�，底面の直径�$%�の長さが���FP�の
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　円すいである。また，点�3�は母線�2$�上の点で，

　23：3$ �：��である。このとき，次の各問い

　に答えなさい。

　①　この立体の表面積を求めなさい。

　②　点�$�から点�3�に円すいの側面にそって線をひく。このとき，

　　母線�2%�を���回通る最も短い線の長さを求めなさい。
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